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秋学期、
たくさんのイベント！

イチオシ＆先生の声

新年明けましておめでとうございます



私たちは、国籍や言語、文化の違いをお互いに尊重する社会を目指しています。
外国にルーツを持つ子どもたちの教育、とくに高校進学に力を注いでいます。
私たちが思い描く多文化共生社会とは、国籍や言語、文化、民族などの異なる人々が、互いの違いを認め、対等

な関係を築こうとしながら共に生きていく社会です。外国にルーツをもつ人々が、不当な社会的不利益をこうむ

ることなく、また、それぞれのアイデンティティを否定されることなく、社会に参加することを通じて実現される、

豊かで活力ある社会です。多文化共生社会を実現するためには、以下の 3 つの視点が必要だと考えます。

基本的人権の尊重
「ことば」「制度」「こころ」の壁に

起因する社会的不公平によって、

誰もが等しく持つ権利が損なわれ

る不公平を是正する

少数者への力づけ（エンパワメント）
自分の文化や言語を享受できる環境づ

くりや安心して自分を出せる居場所づ

くりにより、少数者自らが自分自身を

支えていく

社会へのアプローチ
「日本人」・日本社会が少数者の置かれて

いる状況を理解するとともに、多文化共

生社会の意味や大切さ、（大変さ・楽しさ）

を理解し、多数者である「日本人」も変

わり、少数者とともに生きていく。

教育実態調査、多言語高校進学ガイダンス、「たぶんかフリースクール」の実践など、外国にルーツを持つ子どもた

ちの日本語・教科・高校進学支援を通して、外国にルーツを持つ子どもたちを正規の学校へつなげます。

私たちのビジョン

私たちのミッション

外国にルーツを持つ子どもたちの教育を受ける機会の拡大に努めます。

「たぶんかフリースクール」での日本語・教科・キャリアデザイン教育、行事・イベントなどを通して、外国にルー

ツを持つ子ども達が日本の社会で各々の個性や能力を発揮できるようサポートします。

外国にルーツを持つ子どもたちがそれぞれの持つ個性や能力を発揮し、
日本社会で活躍できるような教育の実現に取り組みます。

講演やワークショップ、イベント、広報活動、教育実態調査、ボランティア機会の提供により、多文化共生の理念

を広く社会に広げます。

国籍、言語、文化の違いを認めてお互いを尊重する教育の実現に取り組みます。

私たちの取り組み

外国にルーツを持つ子どもたちが毎日通え、日本語や
教科を勉強できる学びの場を提供しています。
: たぶんかフリースクール
主に学齢超過生徒や母国で中学を卒業した生徒を対象に、高

校受検を目指した学習をサポート。荒川区内の中学校に通う

来日後間もない生徒への日本語指導。

外国にルーツを持つ親子へ、多言語で教育に関する情
報を提供しています
: 教育相談
: 多言語による高校進学ガイダンス

ボランティアとして多くの方に関わっていただく機会
を提供するとともに、子ども一人ひとりへきめ細かい
サポートを行っています。
: 子どもプロジェクト（学習支援）
毎週土曜日、中高生を対象に日本語や教科をボランティアが

一対一でサポート

: 親子日本語クラス
毎週土曜日、小学生以下の子どもへは日本語や学校の勉強、　

親へは生活に必要な日本語を一対一でサポート

多くの皆さんに知っていただくための
働きかけをしています

: 外国にルーツを持つ子どもへの教育実態調査
: 研修会・セミナー・ワークショップ等への講師派遣、
 人材育成、自主セミナー
: メールマガジン、ブログ、
 ニュースレター「みんぐる」の発行

@tabunka_tokyo

facebook.com/tabunkatokyo

http://tabunka.or.jp/
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新年明けましておめでとうございます

　いつも当センターの活動にご理解と温かいご支援をいただきまして、誠にありがとうございます。ここ荒川で

も隅田川からの寒風の中、新しい年が始まりました

　さて、2017 年、東京都の在住外国人数は、10 月 1 日現在で 51 万人を超えました。また、東京都の公立学校（小・

中・高など）在籍外国籍生徒数は 1 万 3 千人を超えています。「たぶんかフリースクール」でも、1 月現在約

70 名の外国にルーツを持つ子どもたちが高校進学を目指し学んでいます。国籍も中国、フィリピン、タイ、ネパー

ル、インド、エチオピア、ペルー、日本と多様な子どもたちが学び、教室の中は活気にあふれています。学ぶ場

を求める子どもたちは、東京都外にも広がり、埼玉県、千葉県からも通学しています。

2018 年度都立高校入試の改善　
　2018 年は、1 月の都立在京枠試験から始まりますが、都立高校の入試については、2017 年 7 月に東京都教

育委員会より「平成 30 年度東京都立高等学校入学者選抜検討委員会報告書」が発表され、今後の外国籍受検者

への取り組みとして、以下の 4 点があげられています。

＜外国籍の受検者に対する特別措置＞ 
　　　① 　外国籍の生徒とともに日本語指導が必要な日本国籍の生徒に対しても、ルビ等の措置を実施する必要があ

           　る。その際、日本国籍の生徒の応募資格の確認方法などについて、十分に検討する必要がある。

　　　② 　辞書の持込み及び学力検査時間の延長の措置については、辞書の点検時間等に課題は残るが、一定の効果

           　があると判断し継続して実施する。措置の効果については引き続き検証を行う。

　　　③ 　在京外国人生徒対象（特別枠）の選抜において、高等学校入学後の学習についていくための学力を評価す

           　る必要がある。面接等に加えて学力検査を実施する場合、日程、教科など、十分な検討が必要である。

　　　④ 　外国籍の生徒の応募資格の審査に関わる業務を円滑かつ学校間で審査に差が出ないように実施するため、

           　東京都教育委員会が一括して審査を実施する方向で調整する。

＝改善の一歩！初めての都教育委員会による在京外国人枠入試の資格審査の実施＝

　12 月 2 日に、改善の一歩として、④項目目の東京都教育委員会による応募資格一括審査が、初めて都庁の第二

庁舎ホールで実施されました。今まで、各都立高校で実施されていた在京枠資格審査では、高校ごとに書類の厳

封を求められたり、翻訳の求められ方が違ったりして戸惑いや不安を持つ受検者が多くいました。そのため、今

回は、特に提出書類が複雑な既卒生や都外からの受検者が対象の資格審査となりました。当日は、約 50 名の受

検者が資格審査を受けました。審査には、地域で通訳、翻訳をサポートしている中国語、英語、フィリピン語、ネパー

ル語、タイ語、ペルシャ語、韓国語、スペイン語の通訳、翻訳担当者が入り多言語での対応がありました。また、

多文化共生センター東京をはじめとして、地域で外国にルーツを持つ子どもたちをサポートしている団体もボラ

ンティアとして加わり、行政と連携した形での実施となりました。子どもたちへの日本語学習や進学支援を長年

積み重ねてきている NPO 等の団体と制度を作り実施する側の行政が連携できたことの意味は大きかったと思い

ます。しかし、願書をもらう段階になると情報が周知されていなかったため、高校によって今までと同様な厳封

や公的機関の翻訳を求められるなど対応の違いが目立ちました。厳封や翻訳に公印があるかどうかということで

受検できないということであれば、子どもたちの教育の機会が奪われてしまいます。今後も入試改善を強く求め

ていきたいと思います。（枦木）
　　　　　　　　　　　《荒川校移転のお知らせ》
　現在、荒川区西尾久 6 丁目の旧小台橋小学校 3 階の荒川本校は、

2018年3月末で、同じ区内の旧教育センターの建物に移転する予定です。

新年度 4 月は、新校舎で活動が始まります。どうぞ、よろしくお願いい

たします。（詳細はあらためてご連絡いたします。）
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9月30日　鎌倉遠足　
　株式会社セールスフォース・ドットコムのご支援で、今年で 5 回目になる鎌倉遠足を実施し

ました。今年度はセールスフォース・ドットコム社員ボランティアさん、「たぶんかフリースクー

ル」の生徒・講師・スタッフ・インターン含めて 117 名が参加。13 グループに分かれて自分

たちで選んだコースをまわりました。大仏や長谷寺などの名所を訪れたり、江の島でアクティ

ブに遊んだり、江ノ電の「鎌倉高校前」で有名なアニメのシーンを真似して写真を撮ったり。

そして海をはじめて見る子は、今年も砂浜で大はしゃぎでした。

せんしゅうの土ようびにかまくらへ遠足に行きました。かまくらはちょっと遠かったです。そ

こで日本のお寺を見ました。お寺に入る前、左手と右手と口をあらうことがおもしろいと思い

ました。そして神社で日本のけっこんしきを見ました。それはほんとうにおもしろかったです。

それからわたしたちは大仏を見に行きました。お寺の前の道はネパールと同じだと思いました。

さいご海であそんだことがいちばん楽しかったです。（S さん）

私はかまくらとえのしまへ行きました。えのしまへ行くとちゅうに海が見えました。ぼくは、

はじめて海を見ました。えのしまでアイスクリームを食べました。船に乗ることがいちばん楽

しかったです。最後はだいぶつを見ました。とても大きかったです。大仏がおきて歩くと思い

ました。おみやげも買いました。とても楽しかったです。セールスフォースのみなさん、あり

がとうございました。（A くん）

土曜日に鎌倉へ遠足に行きました。鎌倉高校前で写真をとったり、江ノ島でおいしいカレーを

食べたり岩屋や行ったり、きれいな海を見ました。中国にも海がありますが、日本の海のほう

が青いと思いました。本当に楽しかったです。（K さん）

    生徒の作文より
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10月29日　たぶんかウォークラリー
　ご支援いただいている UBS グループの皆さんと交流しながら、習いたての日本語を使って

荒川地域を回る「たぶんかウオークラリー」を行いました。当日は、荒川校と杉並校の生徒57名、

UBS 社員ボランティアさん、東京ボランティア・市民活動センターの皆さんなど総勢 101 名

が参加。２週連続の台風到来による大雨の一日でしたが、雨も吹き飛ばすにぎやかなイベント

となりました。まずはホールで行われたハイタッチゲーム、伝言ゲームなどを通してだんだん

打ち解けてきたメンバーたち。昼食時に各チームで指定された食べ物を買ってくるというミッ

ションが発令され、チームで楽しみながら荒川の町をまわりました。

　今回のイベントは、日本を縦断する「サイクリング・フォー・チャリティ」プロジェクトか

ら当団体へいただいたご寄付により運営しました。生徒たちは、イベントを通して多くの方々

から応援されていると実感することができ、それが今後の力になっていくと思います。

※UBS グループ（UBS 証券株式会社、UBS 銀行東京支店、UBS アセット・マネジメント株式会社）

文化センターで私たちは一緒にゲームをしました。私たちは紙を見て、おぼえて、そして後ろ

の人に聞いて、最後は紙に書きました。おもしろいですね。それから絵をかきました。昼は東

日暮里でするめを買いました。たくさん雨が降ったけれど、とてもたのしかったです。（Y さん）

日曜日の多文化ウォークラリーの時、雨が降っても思ったより楽しかった。まず、このウォー

クラリーをしてくれて特に UBS さんに感謝したいです。みなさんのおかげでウォークラリー

のゲームや昼食がおもしろいとたのしかったです。だから、こんなたのしいイベントをまたい

つかおこなってほしいです。ありがとうございます。（J くん）

私たちはニッポリに行き、中華料理を食べた。私は UBS の社員さんと相談して、彼はとても

親切だと思っています。その後、私たちはスーパーマーケットに行き、乾いた魚を買った。私

たちはたくさん歩いたので、たのしい時間を過ごしました。本当にありがとうございました。

（P くん）

    生徒の作文より
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11月 17日　ストア体験　
　Gap Inc. ( ギャップ財団 ) より助成をいただいているキャリア教育プログラムの一環として、

杉並校の生徒が Gap や Banana Republic のお店でストア体験を行いました。生徒たちはストア

スタッフのみなさんに教えていただきながらさまざまな仕事に挑戦しました。サイズシールをつ

けたりアイロンをかけたりするバックヤードでの作業の他にも、お店の入口であいさつをしなが

らショッピングバックを渡したり、レジでお客様に品物を渡すなど、接客までさせていただきま

した。知らない言葉も出てくる作業の指示を聞きとろうと耳を傾けている時は、教室で見たこと

がないほど真剣な顔。お店の方にほめられたり、お客様に笑顔で受け取ってもらうたびに、それ

が一つひとつ自信になっているようでした。

先週の金曜日、私たちは銀座 Gap へ行きました。Gap はすごく大きいです。4 階まであります。

とてもきれいです。店員さんは親切でした。店員さんは服のたたみ方を教えてくれました。し

かし私はじょうずにできませんでした。そして私たちは人形に服を着せました。みんなで写真

をとりました。その日はほんとうに楽しかったです。ありがとうございました。（U くん）

金曜日はありがとうございましたと言いたいです。その日はいろいろなことを教えてもらいま

した。いちばんおもしろかったのはレジをすることです。Banana Republic の人はほんとう

にやさしくて、いつもスマイルだからすてきです。（N くん）

先週の金曜日、原宿の Gap ストアに職業体験に行きました。私たちは倉庫で服をたたんだり、

サイズシールを貼ったりしました。実は体験する前にそんな広い倉庫があるのは知らなかった

ので、ちょっとびっくりしました。はじめて仕事をしてみて、いい経験だったと思います。高

校生になったら、お店でお客様に商品を売ってみたいです。（F さん）

    生徒の作文より
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　たぶんかフリースクール荒川校で数学の講師をしている信川です。

　私が初めて「多文化」に関わったのは、2001 年大学を卒業して、留学の

ためにバイト生活をしていたときでした。当時はまだ前身の「多文化共生セン

ター・東京 21」という名称でしたが、毎週土曜日に浅草にある教会のスペー

スをお借りして、外国にルーツを持つ子どもたちの学習支援をおこなうボラン

ティア教室、今に続く「子どもプロジェクト」が始まりました。そこで普段は

日本の学校に通っている生徒たちと、まずは一斉に日本語を、その後個別に教

科を一緒に勉強していました。2002 年の 9 月から留学のため日本を離れたので、1 年数か月間でしたが、初

めて関わった生徒たちでしたので、今でも当時の生徒のことはよく覚えています。

　帰国してから暫くは疎遠になっていましたが、その後卒業式やイベントにお邪魔して写真係をするようになり、

土曜日のボランティア教室にも顔を出させて頂くようになりました。その時に度々数学を教えていたのですが、

フリースクールで数学の講師が足りないということから声をかけて頂き、2014 年から講師を始め、去年と今年

は担任もしています。

　私の父方の祖父母は戦前朝鮮半島から日本に来たこともあり、小学校高学年くらいからよく国家や国籍、人種

について考える機会が多くありました。私はよく一人で悶々と考え悩んでいた質なので、土曜日のボランティア

に来ていた頃は、週一回でも同じような境遇の子どもたちが集まって楽しそうにしているのを見て、嬉しく、ま

た少し羨ましく思っていました。

　講師になってからは、高校受験という壁に直面し、日々入試制度に怏々（おうおう）としておりますが、出来

るだけ生徒たちの進学のサポートをしていければと思っています。

    信川 悠希 さん

　

　

　今回紹介する「真ん中の子どもたち」の作者は、台湾で生まれ、３歳の時に来

日した温又柔さん。一方今回のイチオシを書いている私は中国で生まれ、３歳の

時に来日した中国系日本人。

と、書いてはみたものの、「〇〇系日本人」という括りも微妙にしっくりこない。うーむ、自分は果たしてナニ

ジンなのか。。この本は、そんなアイデンティティの混乱、母語を中途半端にしか話せない恥や、それでも少し

は話せるんだというプライド、「外国にルーツを持つ人間」が直面するいろいろな葛藤を扱っている。

　主人公の天原琴子は、母親が台湾人で父親が日本人。母語を学びに留学した上海で出会ったのは、日本人の

母と台湾人の父を持つ呉華玲と「元」中国人の両親を持つ龍舜哉。同じような境遇にすぐに意気投合する 3 人

だけれど、ちょっとずつ見える違いにぶつかり合うことも。自分と似た境遇だからこそ、分かり合えないこと

がもどかしい。でもやっぱり今まで誰にも話せなかった心のくすぶりを共有できる嬉しさもある。読んでいて、

私もこういう仲間に 10 代で出会っていたらまた違ったのかなと考える。

　私は小さい頃から、ルーツに関することで悩むのは自分が考えすぎだからだと思っていた。しかし、この本

を読んで、同じように考えている人がいると知って安心した。これからの日本できっと増えていく、二つ以上

の国や文化を持つ「真ん中の子どもたち」。その子たちにとってこの本は、「自分だけじゃないんだ！」と勇気

づけられる存在になるだろう。そして、多くの「日本人」にとっては、日本社会に暮らす「外国にルーツを持

つ子ども・若者」が「こんな風に考え、感じているんだ」と知る手助けになるだろう。（事務局　水野）

　                        
　　　　　　　　　『真ん中の子どもたち 』　

集英社 (2017/7/26)

　    　       

　　　　　　　　　　　　　　温 又柔　著

　　

せんせい
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〈たぶんかフリースクール荒川校〉

　

　

　　　　

　秋学期の週末、フリースクールの生徒たちは、か

わるがわる高校見学へ出かけます。ほとんどの生徒

が、高校の情報がゼロの状態で日本へ来ています。

先生から話を聞き案内を読んでも、なかなか具体的

な高校生活を思い浮かべることができません。生徒

一人ひとりと面談し、「この高校を見に行ってみよ

う」と担任が声かけします。見てみたい高校名を自

ら挙げてくる生徒もいます。

　初めて足を踏み入れる日本の学校。校舎が近づく

と、建物の大きさ／小ささ、校庭の広さ／狭さに驚

きの声をあげます。授業は「ちょっと難しい・・・」。

日本語の特別授業を設けている高校では一緒に問題

を考えたりしました。日本語がおぼつかない生徒に

とって高校での日本語サポートはとても大切です。

　

　休み時間になると、フリースクールの卒業生たち

が高校の様子を紹介してくれます。「勉強は大変で

すか？」「部活動は楽しいですか？」「日本人の友だ

ちはできましたか？」さまざまな質問に一生懸命に

答えてくれる頼もしい先輩たち。彼らの言葉は今の

生徒たちの心に一番響いていくようです。

　見学時の様子は、その高校の日常のほんの一コマ

かもしれません。けれども自分の目で見たことは信

じることができます。「ここで勉強してみたい、こ

こなら勉強が続けられそうだ」と高校生になった自

分を思い描けたなら、これから始まる受験期の勉強

にもしっかり取り組むことができるでしょう。

　早い生徒は１月中に試験を受けます。寒い朝も

しっかり起きて、風邪をひくことなく、一日一日を

大切に過ごしてほしいです。（小森）

  
 

　　　　

＜たぶんかフリースクール杉並校＞

   

　昼休みの杉並校を覗いてみましょう。杉並校には

中庭があるので、昼休みには外遊びができます。休

み時間はバドミントンをしたり、ベンチでおしゃべ

りしたりゲームをしたりして過ごしているのです

が、そこに、新顔の遊びが登場しました。ゴム段飛

びです。最初中国の女子生徒が始め、それから間も

なくネパールの女子生徒が加わりました。私も小学

生の時にやったことがありますが、中国にもネパー

ルにも日本と同じような遊びがあるそうで和気あい

あいと楽しそうにピョンピョン飛んでいました。他

にも、天気の悪い日には椅子取りゲームをしたりと

パワー全開の昼休みでしたが、さすがに 11 月も終

わりに近づくにつれ、昼休みは高校見学、模擬試験

等の連絡や確認作業で教室にいることが多くなって

きてしまいました。

　そしていよいよ１２月です。１２月から受験のた

めの授業が始まります。作文の練習や面接の準備、

練習と否が応でも受験に向けての毎日になってきま

す。これから試験まで、たぶんかの先生たちだけで

なくボランティアの先生やサポート企業の皆さまの

お力を借りながらの頑張りどころです。毎日同じ質

問、時には同じ内容でも違う日本語を使った質問に

答える練習をしていくうちに、日本語を聞く力、話

す力が一番伸びる時でもあります。この時期を乗り

越えて春には皆の笑顔が見られるように、私たち講

師もこれからが頑張りどころです。（杉浦 )
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　ハートフル日本語適応指導事業は二つの柱から成

り立っています。第一の柱は荒川区立中学校に在籍

し、日本語が全く理解できない、あるいはわずかし

か話せない、いわゆる学校の授業に対応できない生

徒を対象とし、学校の午前授業から取り出して行う

「通室による初期日本語指導」です。通室指導の期間

は 2 か月間で、授業時間は火水木金の９時から 12

時までの 3 時間です。今年度はすでに 28 名の生徒

達が通室指導で学んでいます。

　第二の柱は「補充による初期日本語指導」です。

「通室による初期日本語指導」が終了後、更に意欲あ

る生徒たちに向けて、３か月間、火水木の夕方から「補

充による初期日本語指導」で 1 日 2 時間学びます。

今年度は２1 名の生徒達が通室指導が終わって補充

指導に希望があり学んできました。「通室による初期

日本語指導」が終了し、「補充による初期日本語指導」

に参加しない生徒は通室指導で充分に日本語をよく

理解し学校の授業に対応できるようになった生徒で

した。

　生徒たちは中国、フィリピン、ネパール、ベトナム

から来日した多文化な生徒たちです。全く日本語を勉

強したことがない生徒たちが殆どで、通室指導に在籍

する時期が一定ではなく様々なので、個々の状況に対

応した指導が欠かせません。学校現場の会話も積極的

に導入し、意欲ある生徒たちの努力もあって、「通室

による初期日本語指導」が終了する 2 か月後のころ

には、日本語にもかなり馴染んで、日本語で日常会話

や学校での会話も出来るようになってきています。引

き続き、３か月間の「補充による日本語指導」を受け

た生徒たちは専用教科書や問題演習でスキルアップし

て、学校の授業に遅れないよう頑張っています。学校

生活にはまだまだ不安を抱いている生徒たちですが、

この時期になると、日々、落ち着ついた活気ある日本

語への挑戦を続けています。

　教場である荒川区の教育センターの一室は多言語や

日本語が飛び交う彼らの息抜きの場所でもあります。

生徒のみなさんがんばって！！！。頑張りは未来に現

れますよ ! ！（根岸）

〈ハートフル 荒川区日本語適応指導事業〉

　12月16日土曜日に、「たぶんかクリスマス会」

を行いました。会には中学生やフリースクール生が

50名以上、卒業生が10名ほど集まってとてもにぎ

やかになりました。

 クリスマス会のチラシが配られてから、子どもた

ちは「何が食べられますか。」「どんなことをしま

すか。」と興味津々で、日々そんな会話が飛び交っ

ていました。この時期は受験の勉強が始まって、フ

リースクールも土曜日の学習支援教室も慌しくなり

ますが、子どもたちは、このクリスマス会という行

事を心待ちにしているようでした。

　毎年たくさんの方にご支援・ご協力をいただいて

おり、たくさんの食べ物やプレゼントが並び、当日

子どもたちは大興奮、大満足のようでした。この日

だけは勉強のことも忘れ、おしゃべりや写真を撮る

こと、おいしい料理を食べることなど、みんな思い

思いに会を楽しんでいました。

　毎年恒例のプレゼントをかけたゲーム大会は、参

加人数が多いと予想し、シンプルで分かりやすいく

じ引き大会を企画しました。みんな受付でそれぞれ

数字の書かれたカードをもらいます。ゲームが始ま

るとテレビにその数字がランダムに映し出され、そ

の順番にプレゼントがもらえます。みんなテレビに

釘付けになって、自分の数字が映るのを待っていま

した。そして数字が出るごとに、同じ数字が出た人

はものすごい喜び様で、床が抜けるくらいの大騒ぎ

です。またその数字ではなかった人は、次の番号に

期待し、早く早くと急かします。このようにみんな

思い切りパーティーを楽しんでいました。

　この毎年続くクリスマス会では、子どもたちをい

つも支えてくれている人たち、久しぶりの友人、ま

た一歩先を行く先輩たちにも出会えます。今年もフ

リースクール生や、土曜日の学習支援教室に来てい

る子どもたちだけでなく、卒業生も参加してくれま

した。卒業してもつながっていられること、集える

場があるということはとてもすばらしいと思いまし

た。そして、これまで「たぶんか」を支えてきてく

ださった多くの方々に感謝しつつ、これからもより

一層つながりが広がるよう、こういった機会を大切

にしていきたいと思います。（事務局 南）

〈クリスマス会〉



ボランティアの
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　親子日本語クラスで印象に残っていることを１つ

お話しします。

　ボランティアに参加し始めの頃、子どもたちと接

する時に私はまず名前や出身を聞いていたのです

が、その接し方の流れにどこか違和感がありました。

そんなある日、初対面なはずのある子どもたちが、

お互い名前を聞く前から、楽しく話したり遊んだり

している光景を目にしました。

　そして自分自身も子どもの頃、名前を知らない子

とでも、気づいたら公園で遊んでいたことを思い出

しました。そこで、違和感の原因は、私がその感覚

を忘れていたからだと気づきました。名前とか出身

とか、名付けられているものをまず紹介しあう事を、

大きくなるにつれて私は知らぬ間に当たり前だと

思ってしまっていました。

　けれどそれらは、人が後からつけたものにすぎな

くて、子どもたちはもっと本質的な、お互いそこに

存在していればそれで OK ！というような自然な

感じで一緒にいるようにみえました。

　私はそれに気づいた時、子どもたちにとても大切

な感覚を思い出させてもらったなと思いました。こ

れは、国籍など後から名付けられたもので人を判断

するのではなく、一人の個人として人と関わる感覚

と似ているものがあるように感じたからです。

　子どもたち自身にも、大きくなってもその感覚を

忘れずに大切にしてほしいなと思いました。

　学ぶお手伝いに来ていたはずが、学ぶことのほう

が多いかもしれない、そんな毎週の土曜日です。

（高野）

子どもプロジェクト

　寒い季節がやってきましたが、「子どもプロジェ

クト」には多くの参加者がいます。子どもたちは、

日本語や教科の学習をすることはもちろんですが、

検定試験に向けての勉強をしたり、時には同じ母語

の友達と楽しくおしゃべりしたりと、それぞれ思い

思いに大切な時間を過ごしています。こうした活動

にボランティアとしてかかわる中で、いつも驚かさ

れることがあります。それは子どもたちのコミュニ

ケーションの能力の高さです。例えば、ある時、私

とペアになった子どもは、質問をするために、知っ

ている日本語を駆使して何度も表現を変えたり、絵

や文字を書いたりして、自分の考えを伝えようして

くれました。また、最近は中国にルーツがある子ど

もも多く、意志の疎通が難しい時に、漢字を書いて

示して、「本当に言いたいこと」を表現しようとし

てくれることも多くなっていると感じます。

　そして、このような子どもたちとのやり取りを通

して、お互いの言いたかったことを理解し合えた時

には、「あぁ、そういうことだったんだ！」という

小さな喜びを共有できる時間があると私は感じてい

ます。こうした時間を増やすためにも私自身が、子

どもたちが慣れない環境の中で懸命に生活して培っ

てきた「伝えようとする姿勢」から学び、考えや気

持ちを分かりやすく表現する工夫をしていかなけれ

ばと思うばかりです。（溝口）

 

親子日本語クラス
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多文化共生センター東京の事務局スタッフが多文化共生センター東京の毎日を Facebook に投稿しています。

たくさんの「いいね！」を頂いた記事をここでご紹介させていただきます。

のかたが「いいね！」を押してくれました。

10 月 15  日

　雨の昼休み、今日は外で遊べません。

教室に行ったら、すみのほうでうずくまっている N さんにつまずきそうに。「なにやってるの？」

と聞いたら、「先生、ひみつです」

　なんだろうと思いながら外に出たらそこには S さんが。「じゅうご～、じゅうろく～」とな

にやら数を数えています。

　あ、かくれんぼしてるのね。

　これなら母語が違う子同士でも、数を数えられたら一緒にできるもんね。

「じゅうはち～、じゅうきゅう～」黙ってしまいました。「にじゅう！」あ、思い出した。よかった。

　なんとか 20 まで数えて探しに行きましたが、教室なんてそんなに隠れる場所はないので、

すぐ見つかって、はい交代。それでも楽しそうな生徒たち。

　雨の日でも元気いっぱいの笑い声が響く教室です。

9 月 11 日

  
　8 月にひらがな・カタカナの勉強が終わり、文章を読む練習にはいった日本語３クラス。暗

唱を披露してくれるとのことで、授業を見学しました。内容は美術館にある作品の紹介。

　いや、まだまだです。まだまだですよっ！一行まるまる飛んじゃってる子、「有名なちょうこ

くです」が「有名なちゅうごくです」になってる子、「これはロダンの彫刻です」と言いながら

ピカソの絵を指さしてる子…。

　でもこの最初の暗唱の披露に呼ばれるたび、私はとても嬉しくなります。新しく入ってきた

生徒の入学面接は私が行うので、つい先日の、初めての場所で言葉もわからず、こわばった彼ら・

彼女らの顔をまだよく覚えています。

　でも今は恥ずかしそうだったり緊張していたりしても、みんな笑顔。誰かが間違えたらこっ

そりささやいて教えてあげたりして、仲間になっているのがわかります。

日本語の勉強はまだまだですが、“居場所”を得た彼ら・彼女らは、どんどん力を伸ばしていく

ことでしょう。これからが楽しみです！

これからも Facebook に多文化共生センター東京の日常を投稿していきます。

皆様「いいね！」をよろしくお願いします。

 ４０人

のかたが「いいね！」を押してくれました。 ４２人

facebook.com/tabunkatokyo

多文化共生センター東京のできごと


